
県が奨励する農作物馬良品稲

えだまめの奨励品種について

1 . 背 景とわ らい

「岩軍系 1、 2、 3、 4、 C 9」

農試技術部 県 南、県北分場、日妻試験場

木県では、 えだまめ日本一をめざして生竜1者l博を運Fl lを展開しており、昭和 63年 以降

15 0 0 h aを 目標に作付面TRの拡大が計画されている。 しかし、本県産えだまめは、他県

斑のものにlヒ破して品質が分ることから、良買、良食味品質の開発が強 く要望されていた。

これに対し、岩手農試では昭和 58年 から便良品樋の科l発を実施 した結果、現在の奨励

品ffより収配並びに食味の便れた系統が開発されたので奨励品種に編入して、普及拡大を

はかり、木県産えだまめの単収向上と品質改善により市場評価を高める。

2.新 奨励品碇の特性並びに殺培 _1との解意点

1)え だまめ 「岩豆系 lJ (怪 米町在来より純系I垂按)

( 1 ) 4孝位Lの概要  「 夕僻Jと 同烈t畑でH先生師に属する。稔実業数は多 く 「夕篠」より

5～ 8%多 収である。爽ti濃緑色で,卜徹百1,質は良く、食味も便れる。主茎の長さは

「夕僻」並であるが、耐lr ,伏1 l i  t i t強に属する。

(2 )栽 培上の留意点  大 粒柄で出芽日数を多 く要することから、幡種適期を守 り、1番

fl f  t R際しては配=とを浅めとする。強革で伊1伏に強いが、密播では有効業数が減少 し

1氏収となるので50 0 0本 / 1 0 a程 度の 1木立とする。比較的束の黄化が早いので、

収害t駅‖を失しないようにする。

2)え だませ〕「岩E系 2」 (五山IJ在来より純系選抜)

( 1 )特 性の阻要   「 お、くら」と同熟Hl lの中生稲に属する。室長は 「ふ くら」より長

いが耐FJ伏性↓☆強い。 「お、くら」より10 %程 度をよ多収である。爽の色は濃緑色で

品「宅も良く、食味も補舎景が高 くにれている。

(2 )識 〕帝、Lの解意点   「 お、くら」〔kり生育駐は大きいが、耐側伏性が強いことから

報価密度及び施ll l孟は 「お、くら」並とする。 「お、くら」と同様ビニールハウスによ

る早だし栽培にも適応できる。 ウイルス痛抵抗性は不明であるので防除基準に従つ

て防除すること。

8 )え だ☆め 「岩豆系 3」 (「お、くら」の放射線突然変異)

(1 )特 性の慨要  認 1猟"は 「お、くらJと 「夕篠」の中間で中生の晩に属する。墓長は

「お、くら」(kり8～ 5 c m長いが耐側伏性 は強 い、 また飾数、分枝敗 も多い。爽歎、

業託とも 「お、くらJよ り大 き く多収で品質、食味も腫れる。種子は1吊色で 「ふ くらJ

ckり粒が大きく編球である。
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( 2 )栽 増上の留意点   「 ふ くら」と 「夕解」の中間に収程できる品種として栽培す
る、 また、収穫は差が充分に肥大、充実 したあとに行うo栽 培密度は 「ふ くら」並
とし、施胆量は基長が長いので側伏させないため基肥の空素成分で4～ 5 kg/ 1 0

a程度とする。 ウィルス痛抵抗性は不良であるので防除基準に従って防除する。

4)え だまめ 「岩豆系4」 (岩手農試品種保存、岩浸豆A3か られ系選抜)

(1)特 性の概要  熟 期は 「錦秋」より1週間程度運い極晩生種である。茎長は 「Stt

f火」より長いが耐側伏性tit強い、生育量は大きく、収量は 「錦秋」より5～ 7%程

度多収である。濃緑色の爽で外観品質が優れ、 また糖合量も極めて高 く、食味も優

れる。爽の黄化は極めて遅い。

(2)栽 培上の解意点  主 暮長は長 く生育量は大きいので密植は避け晩生種の基準に

よりやや広めの 5000木 ～ 5500本 /10a程 度とする。通常栽培では9月 中旬

以降の収鞭となるので降需前に収龍できる作型とすること。他品種よりやや小爽で

あることから、爽の充実、肥大に努める。

5)え だまめ 「C9」 (盛岡市在来より純系選抜)

(1)特 性の概要  熟 期は 「夕離」並の晩生種に属する 「茶豆」である。墓長↓ま 「タ

併Aよ り長 く 「盆茶豆」並であるが、耐側伏性は強い。収量は高く、爽色は緑色で

外概品確は便れる。相合_W_は極めて高く、芳香を有 し、そのため食味の拝価は特に

優れる。

(2)栽 増上の留意点  基 長tま長 く生育の旺盛な品種なので、栽植密度は 5000本

～ 5500本 /10a程 度とし、施肥量は基肥の空素成分で4～ 5 kg/ 1 0 a程 度と

する。 やや小瀧であるため、茨を充分に肥大、充実させてから収穫すること。 ウイ

ルス痛抵抗性は不明であるので、防除基準に従って防除すること。

3 .通 応地1 ,並びに背及見込面千R

( 1 )「 岩豆系 1」 岩手県内全域 晋 及見込面積  1 8 0 h a

( 2 )「 岩豆系 2」   〃       〃     7 0 0 h a

( 3 )「 岩豆系 3」   〃       ″     3 0 0 h a～ 4 0 0 h a

( 4 )「 培豆系4」 培手県中南部及び県北平坦部 普 及見込面積  1 0 0 h a

( 5 )「  C 9  」 岩手県内地域 普 及見込面積  9  0 h a
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